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⑴
平
成
20
年
度
の
決
算
で
は
、
目
標
を
上
回
る
17
％

以
上
の
減
量
が
実
現
し
た
。
「
有
料
化
」
が
決
定
打

と
な
り
、
多
様
な
減
量
対
策
が
大
き
な
効
果
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
減
量
に
向
け
積
極

的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

⑵
日
本
一
と
報
道
さ
れ
た
多
摩
市
職
員
給
与
は
、
多

く
の
問
題
を
含
む
。
公
明
党
は
出
世
し
な
く
て
も
昇

給
す
る
「
わ
た
り
」
を
廃
止
す
る
よ
う
主
張
、
実
現

と
な
っ
た
が
、
種
々
の
手
当
も
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

職
員
給
与
は
、
厳
し
い
労
働
環
境
の
中
、
市
民
か
ら

の
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
事
を
忘
れ
ま
い
。

　

（仮）
唐
木
田
図
書
館
の
窓
口
業
務
委
託
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
’73
年
開
館
以
来
現
在
で
は
６
館
が
市
民
生

活
に
最
も
身
近
な
公
共
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
図
書
館
は
民
主
主
義
社
会
、
ま
ち
づ
く
り
を
支

え
る
市
民
の
自
立
支
援
、
知
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
情

報
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
る
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

　

窓
口
業
務
は
守
秘
義
務
、
危
機
管
理
責
任
を
も
つ

職
員
が
行
う
べ
き
業
務
で
あ
り
、
低
賃
金
不
安
定
雇

用
の
民
間
委
託
に
は
な
じ
ま
な
い
。
市
職
員
は
カ
ウ

ン
タ
ー
を
通
し
て
多
様
な
市
民
要
求
を
把
握
し
的
確

な
情
報
提
供
と
知
的
環
境
向
上
に
務
め
て
ほ
し
い
。

一
、
①
第
五
次
総
の
具
体
的
中
身
と
今
後
の
予
定
は

②
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
前
UR
用
地
買
取
り
後
の
旧
セ
ボ

ン
の
現
状
と
市
の
対
応
は
③
永
山
駅
近
く
の
UR
東
日

本
支
社
多
摩
事
業
本
部
跡
地
の
現
状
と
今
後
の
予
定

は
④
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
多
摩
の
今
後
と
市
の
対
策
は

⑤
和
田
緑
地
保
全
等
22
〜
25
年
度
で
計
15
億
６
千
万

円
予
算
化
プ
ラ
ン
の
具
体
的
中
身
は　

二
、
①
学
校

跡
地
恒
久
活
用
方
針
の
今
後
の
予
定
は
②
東
永
山
複

合
施
設
の
病
院
機
能
を
誘
導
す
る
と
の
案
の
経
過
は

③
竜
ヶ
峰
小
跡
地
の
学
校
法
人
へ
の
売
却
検
討
で
地

元
市
民
協
議
経
過
は
④
跡
地
老
朽
化
対
策
は
必
要
だ

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
反
核
・
平
和
・
み
ど

り
宣
言
を
位
置
づ
け
、
原
発
に
頼
ら
な
い
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
や
環
境
・
平
和
教
育
の
実
践
を
図
れ
。

平
和
展
へ
の
参
加
を
児
童
生
徒
の
平
和
教
材
と
し
て

利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
に
平

和
の
実
感
が
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

携
帯
電
話
の
中
継
基
地
を
公
園
緑
地
に
設
置
す
る

の
は
取
り
止
め
に
な
っ
た
が
、
既
設
物
件
も
撤
去
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ｖ
防
止
、
児
童
虐
待
や

性
犯
罪
か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
対
策
を
実
現
さ
せ
る

為
に
は
、
男
女
平
等
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
厳
し
い
財
政
の
中
、
み
ど
り
の
管

理
経
費
、
保
全
を
担
う
市
民
の
高
齢
化
、
相
続
に
伴

う
生
産
緑
地
消
失
な
ど
課
題
は
多
い
。
が
、
低
炭
素

社
会
を
目
指
し
み
ど
り
確
保
は
後
退
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
体
験
型
農
地
に
よ
る
生
産
緑
地
保
全
は
介
護

予
防
、
異
世
代
交
流
も
図
れ
る
。
保
全
に
関
す
る
都

制
度
活
用
と
と
も
に
、
今
後
は
買
取
る
以
外
の
知
恵

が
必
要
。
民
間
委
託
検
討
中
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ

ン
タ
ー
は
担
い
手
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と

し
て
活
用
を
。
環
境
部
廃
止
は
時
代
に
逆
行
。
次
期

計
画
に
あ
た
り
、
せ
め
て
環
境
担
当
の
配
置
を
求
め
る
。

　

今
、
文
科
省
の
中
か
ら
で
さ
え
、
教
育
安
心
社
会

実
現
に
む
け
て
、
国
に
よ
る
公
費
負
担
を
増
や
す
べ

き
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
義
務
教
育
に
つ
い
て

は
保
護
者
負
担
は
な
く
す
べ
き
で
す
。
教
材
費
等
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
公
費
で
負
担
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
障
が
い
者
の
通
学
、
通
所
、
通
勤
の
移
動

支
援
は
、
今
の
自
立
支
援
法
で
は
公
的
支
援
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
移
動
支
援
は
、

保
護
者
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
市
と
し
て

利
用
者
へ
の
負
担
軽
減
と
あ
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
等
へ
も
十
分
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

①
市
と
し
て
の
地
域
経
済
の
現
状
、
法
人
市
民
税
の

収
入
見
込
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
多
摩
市
共
通
商
品
券
の

評
価
と
今
後
の
追
加
発
行
に
つ
い
て

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
市
と
し
て
の
評
価
、
唐
木
田
コ
ミ
セ
ン

の
駐
車
場
と
運
営
協
議
会
の
課
題
に
つ
い
て

③
調
布
市
か
ら
の
ゴ
ミ
の
受
入
れ
実
績
と
今
後
の
予

定
、
町
田
市
と
八
王
子
市
か
ら
の
受
入
地
域
へ
の
説
明

④
多
摩
市
内
の
斎
場
誘
致
計
画
の
基
本
的
な
考
え
、

新
住
宅
市
街
地
の
残
さ
れ
た
土
地
と
高
架
下
の
駐
車

場
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
企
業
と
経
済
観
光
課
の
役
割

①
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
10
代
で
接
種
予

定
、
ま
た
20
才
か
ら
検
診
も
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

中
学
生
か
ら
の
が
ん
教
育
が
必
要
で
は
。
学
校
教
育

の
課
題
で
あ
る
と
答
弁
は
あ
っ
た
が
、
「
が
ん
を
知

る
」
授
業
、
講
演
会
を
要
望
し
た
。
な
お
、
た
ば
こ

は
が
ん
の
原
因
の
30
％
で
あ
り
、
健
康
の
た
め
市
職

員
の
禁
煙
を
推
進
す
べ
き
。

②
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、

４
回
の
任
意
接
種
で
約
３
万
円
と
高
額
。
乳
幼
児
の

家
庭
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
、
助
成
す
べ
き
と
要

望
。
子
育
て
支
援
の
視
点
で
検
討
す
る
と
答
弁
あ
り
。

★
環
境
基
本
計
画
の
改
定
（
’11
年
）
に
あ
た
り

①
成
果
と
課
題
②
計
画
策
定
に
向
け
て
の
基
本
的
な

考
え
方
③
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
し
、

テ
ー
マ
ご
と
に
大
勢
の
市
民
が
関
わ
る
し
く
み
を
作

る
よ
う
提
案
。

★
家
庭
ご
み
有
料
化
か
ら
１
年
経
過
し
て
の
現
状
と

課
題
を
問
い
、
更
な
る
減
量
に
向
け
て
行
政
回
収
を

減
ら
す
集
団
回
収
の
仕
組
み
、
有
料
指
定
袋
等
に
つ

い
て
提
案
。
ま
た
CO2
削
減
策
と
し
て
親
子
三
人
乗
り

自
転
車
レ
ン
タ
ル
制
度
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
取
組
み
の
現
状
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
実
施
に
向
け
検
討
と
の
答
弁
。

◆◆◆◆◆
　

教
育
委
員
会
が
業
務
内
容
の
一
部
に
民
間
委
託
の

導
入
を
方
針
に
掲
げ
て
い
る
図
書
館
と
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
課
題
を
問
う
。
両
者
の
共
通
課
題
は
方
針

決
定
過
程
に
お
け
る
情
報
の
公
開
性
を
担
保
し
、
民

間
委
託
に
よ
る
長
所
短
所
を
示
し
な
が
ら
最
終
方
針

に
市
民
の
合
意
や
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

際
、
当
初
方
針
の
変
更
余
地
を
確
保
し
て
お
く
べ
き
。

ま
た
民
間
委
託
に
よ
る
効
率
化
が
受
託
事
業
者
の
雇

用
環
境
の
悪
化
に
な
ら
ぬ
よ
う
公
契
約
条
例
の
制
定

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
市
民
と
真
摯
に
対
話
を
重
ね
、

最
良
の
選
択
と
結
論
を
導
く
こ
と
を
求
め
る
。

一
、
多
摩
市
内
で
、
日
食
観
測
を
し
て
い
て
失
明
し

た
と
い
う
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

二
、
学
校
教
育
の
中
で
、
知
識
よ
り
も
経
験
に
重
点

を
置
か
せ
る
べ
く
方
針
は
あ
り
ま
す
か
。

三
、
課
外
活
動
や
部
活
動
が
充
実
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

四
、
今
年
度
の
夏
休
み
期
間
中
の
、
教
育
委
員
会
や

各
学
校
に
お
け
る
課
外
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
実

施
状
況
と
参
加
人
員
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し

た
い
。

①
総
選
挙
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
存
続
は

大
き
な
争
点
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
を
廃
止
し
老
人

医
療
費
無
料
化
へ
進
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
年
度
の
保
険
料
決
定
過
程
、
資
格
証
発
行
、
特
定

健
診
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
市
も
国
に
向

け
制
度
廃
止
へ
声
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

②
二
年
後
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
移
行
に
あ
た
っ
て
、
多

摩
市
と
し
て
相
談
窓
口
を
作
り
、
制
度
説
明
会
も
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
と
し
て
Q
&
A
を

用
意
し
た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
、
市
内
に
新
し
い

ア
ン
テ
ナ
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
改
革
ゆ
い
の
会
）

◆◆◆◆◆

（
改
革
ゆ
い
の
会
）

◆◆◆◆◆

（
日
月
会
）

◆◆◆◆◆

（
改
革
ゆ
い
の
会
）

◆◆◆◆◆

（
公
明
党
）

◆◆◆◆◆

（
多
摩
市
議
会
自
由
民
主
党
）

◆◆◆◆◆

（
日
本
共
産
党
）

◆◆◆◆◆

（
日
本
共
産
党
）

◆◆◆◆◆

（
民
主
党
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

◆◆◆◆◆

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
の
会
）

◆◆◆◆◆

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
の
会
）

◆◆◆◆◆

（
公
明
党
）

◆◆◆◆◆

▲図書館のカウンター

▲グリーンライブセンター

▲学校給食センターの調理室


